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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 

前回委員質問への回答 

（福島第一原子力発電所事故時の事故時運転操作手順書の参照状況について） 

2018年 10月 31日 

東京電力ホールディングス株式会社 

【質問】 

東京電力 HD・新潟県合同検証委員会の報告書において，「事故時運転操作手順書等を使用できたにもかか

わらず，場当たり的な対応に終始し事故を悪化させたのではないか」との問いに対して，東京電力 HD 調査結果

は『地震発生直後から津波襲来までの操作については，事故時運転操作手順書（徴候ベース（EOP））の「スクラ

ム」（RC）及び事故時運転操作手順書（事象ベース（AOP））の「原子炉スクラム事故（B）主蒸気隔離弁閉の場合」

に従って対応していた』としている。 

一方，以下の公表文書における対象手順書が，事故時運転操作手順書（事象ベース（AOP）），事故時運転

操作手順書（シビアアクシデント（SOP））しか対象となっていない。 

合同検証委員会報告書と以下の公表文書で齟齬があるのはなぜか（以下公表文書には EOP が対象文書と

なっていない）。また，以下の公表文書について東京電力 HD から合同検証委員会の委員へ説明しなかったの

はなぜか。 

 東北地方太平洋沖地震に伴う福島第一原子力発電所 1 号機における事故時運転操作手順書の適用状況

について（平成 23年 10月 東京電力株式会社） 

 東北地方太平洋沖地震に伴う福島第一原子力発電所 2 号機における事故時運転操作手順書の適用状況

について（平成 23年 10月 東京電力株式会社） 

 東北地方太平洋沖地震に伴う福島第一原子力発電所 3 号機における事故時運転操作手順書の適用状況

について（平成 23年 10月 東京電力株式会社） 

 

【回答】 

 平成 23 年 10月の報告書では，「これまで明らかになった事象の進展に照らして事故時運転操作手順書を

選定し，事故時運転操作手順書と実際の事故対応操作の適用状況の確認を行った」と記載している。 

具体的には，同報告書では，当時の対応が手順書の趣旨に沿ったものであったかを確認するための事故

時運転操作手順書として，津波襲来前までは EOP よりも操作内容が具体的に記載されている AOP を，津

波襲来後の全電源喪失となった以降は SOPを選定し，これに基づき日誌やタイパーなどに記録されている

プラント状況に対して適用状況を確認した。 

従って，平成 23 年 10 月の報告書はあくまでもプラント状況に対して，当時の対応が事故時運転操作手順

書に合致しているかを確認したものであり，事故時にどの手順書を参照して対応したのかを確認したもので

はない。 

 一方，合同検証委員会報告書は，「事故時運転操作手順書等を使用できたにもかかわらず，場当たり的な

対応に終始し事故を悪化させたのではないか」との問いに対する回答であったことから，事故時の操作が

どの事故時運転操作手順書に従って対応したのかを記載することとし，津波襲来前の対応として実際に従

った EOP と AOPの対応を記載したものである。 

 なお，合同検証委員会において，平成 23 年 10 月の報告書を説明しなかった理由は，運転員にどの手順

書を使用したのかを確認できたこと，並びに平成 23年 10月の報告書は事故後に適用状況を確認したもの
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であり，事故時に使用したかどうかを記したものではないことから検証内容に照らして特段の説明は不要と

考えたものである。 

 

参考１：事故時運転操作手順書の概要（AOP，EOP，SOP） 

種  類 適用範囲 

事象ベース 

AOP 

あらかじめ想定された異常事象あるいは事故が発生した場合

において，その起因事象確認から過渡状態が収束するまで適

用（単一故障を仮定し，設計基準事故の範囲内の特定された

事故毎に具体的な操作手順を示したもの） 

徴候ベース 

EOP 

事故の起因事象に囚われず，観測されるユニットの徴候に応

じた操作手順を示したもの 

例として，原子炉がスクラムした場合はスクラム（ＲＣ）に導入さ

れる。この場合，原子炉スクラムの初動対応を実施するととも

に原子炉出力，原子炉水位，原子炉圧力，タービン・電源，格

納容器パラメータを監視しつつ，AOP「原子炉スクラム事故

(A)MSIV 開の場合」または「原子炉スクラム事故(B)MSIV 閉の

場合」の手順を並行して使用する 

シビアアクシデント 

SOP 

EOP の適用範囲を超える状態に至った場合（炉心が損傷し，

原子炉圧力容器の健全性及び原子炉格納容器の健全性を脅

かす可能性のあるシビアアクシデント事象）に適用 

 

 

参考２：事故時運転操作手順書以外の手順書概要 

種  類 概  要 

ユニット操作手順書 
通常の原子炉の起動・停止，通常運転中の出力増減，及び緊

急停止に関する操作の手順等を示したもの 

設備別操作手順書 各設備の操作を実施する際の操作手順等を示したもの 

定例試験手順書 定例試験を実施する際の操作手順等を示したもの 

警報発生時操作手順書 警報が発生した場合の対応操作手順等を示したもの 
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参考３：事故時の手順書使用例 

 

事故時に運転員が使用する手順書は，起因事象の大きさやプラントに与える影響により選択する。 

 

下図は「地震」を起因とした場合のフローである。 

① 原子炉がスクラムしていれば事故時運転操作手順書（EOP）RC スクラムで対応。スクラムしていなければ警

報発生時操作手順書で対応するとともに，地震後のパトロールを実施する。 

② 冷却材の漏えいや設備故障が発生した場合は，事故時運転操作手順書（AOP）の該当する手順で対応。異

常がなければ運転を継続する。 

③ 事故時運転操作手順書（AOP）の対応中に自動または手動でスクラムした場合は，事故時運転操作手順書

（EOP）の RCスクラムへ移行。スクラムしなければ運転を継続，若しくはプラントを通常停止する。 

④ 事故時運転操作手順書（EOP）の RC スクラムの対応中に異常徴候が確認された場合は，該当する事故時

運転操作手順書（EOP）で対応。異常徴候がなければ事故時運転操作手順書（AOP）の原子炉スクラム事

故 主蒸気隔離弁（MSIV）「開」または「閉」の場合の手順で対応する。 

⑤ 事故時運転操作手順書（EOP）の対応中に炉心損傷が確認された場合は，事故時運転操作手順書（SOP）

へ移行する。 

 

 

 

 

 

※   福島第一原子力発電所事故時の状況 
・地震発生から津波襲来まで：EOP「RCスクラム」及び AOP「MSIV閉」に従い対応 
・津波襲来に伴う全電源喪失後：事故時運転操作手順書がそのまま適用できる状況ではなくなったた
め，事故時運転操作手順書や設備図書などを参照した上で，現場で操作可能な設備・手順を活用 
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参考４：福島第一原子力発電所事故の教訓の手順書への反映 

 

事故時に運転員が使用する手順書へ福島第一原子力発電所事故の教訓を反映した 

 

下図は「大津波警報発令」を起因とした手順書使用フローである。 

A 事故時運転操作手順書（AOP）に「大津波警報が発令された場合」は，原子炉を手動でスクラムさせる手順

を追加。その後，事故時運転操作手順書（EOP）RCスクラムで対応する。 

B 事故時運転操作手順書（EOP）RC スクラムに，「大津波警報発令または SBO 時」に原子炉水位を適切な水

位に維持できない場合，速やかに消防車の出動を緊急時対策室に要請する手順を追加。 

C 津波の襲来または電源喪失等により，設計基準対象設備（DB 設備）が使用できない場合は，事故時運転

操作手順書（EOP）に重大事故等対処設備（SA設備）を活用することを追加。 

炉心損傷が確認された場合は事故時運転操作手順書（SOP）に重大事故等対処設備（SA設備）を活用する

ことを追加。 

 

 

 

 

 

以上 

 






